

















第一に最も望ましい生活とは何であるか、をはっきりさせておかねばならな   
い。というのは、これが明らかでか、ならば、最良の国家体制も不明確なも  八  
のにならぎるを得ないからである。事実、何かイⅧりの事態が生じるのでない  
かぎり、明らかに与えられた状況からみて黄良の市民的政治的生活を享受し  
ている者達が最良の生活を送ることになるのは当然であろう 。それゆえ、ま  
57   
32フ ァリストテレス『政治判  
ず第一に、いわばすべての人にとって何が最も望ましい生活であるか、につ  
いて、そしてその後で、このような生活が公的にも私的にも同一のものであ  
るのか異なっているのか、について見解の一致を得ておくべきである。   
ところで、最良の生活については、公開的講義の中でも多くのことが論ぜ  
られており、そしてそれは十分に適切であると思われるので、今の場合も、  
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いて次の注を加えている。   

























6J   
































62   
開 法（52－ト）322  
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は、次の注を加えている。   
「別の言葉でいえば、ある共同社会は、他の共同社会との関係におい  
ては、自分自身の内的生活においては退けている方法を実践するのであ   
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からである。   
Lかしながら、これらの点がこのように解釈されたとすると、次のように  
考える者も出てくるであろう。すなわち、最高の権限を持つことが、あらゆ  
佑   
























うる力が備っていなければならない。   
しかし、もしこのような議論が正しく、また幸福とはよく為すことである  
と見なされるべきならば、公的にみて国家全体においても、また個々人にお  
いても、 実践的な生活こそ、最良の生活ということになるだろう。しかし、  
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れにふさわしい手段なしには成立しえないからである。   
それゆえ、いわば希望的条件のようなものを多くあらかじめ前提しておか  
なければならない。Lかも、これらの条什のどれも不可能事であってはなら  





f；．ヾ   
開 法（52ん1）316   
態で与えられなければならない。   
さて、政治における備えの第一は、人間の数であり、それがどれ程のもの  
であればよいか、またそれは本性上いかなるものであるべきか、が問題であ  
り、国土についても同様に、それがどれ程の大 きさであり、どのような性質  






















理論的な証明によっても明らかなことである。というのは、法とは一種の秩 三  
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三 に誰がどのような人物であるかについて知っていなければならない。そして  
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というのがそれである。   




とになる。すなわち自足性という属性と、国家体制constitutionの中に   
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三 であるのか、有害であるのか、については、多くの論争が行われている。と  
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岡 法（52hl）3】2  
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アブ   
同 法（5Z－1）310  





第七章   
市民の数について、それにどのような限界があるべきか、については先に  
述べたので、これから、その自然本性がどのようであるべきか、について論  





















∴・了   






けている。   











次のように言われるのである。   
実に、兄弟の争いこそ冷酷なり15）  
また   
きわみまで愛した老こそ、きわみまで憎む】6）   
では、国政への■市民権を持つ者について、彼らがどれ程存在しなければな  
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ンティパトロスによって継承されたものである。」   
（訳注）パーカーはこの推定の根拠を明らかにしていない。ニューマン  
の説は、むしろアリストテレスのアテナイ外交への批判の論拠、また彼  












の同じ物が共有されなければならない。しかし、場合によってはその関与は 6  
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ない］。国家とは、同等な者達の一種の共同的結合体であ り、可能なかぎり最  























仕事である。   
こうして、これらのことがいわばすべての国家の必要とする仕事である（と  
′1、■   

























する凶家においては、市民達は手職人や商人の生活を送るべきではないこと 6  
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ねばならないことも明らかであろう、つ   
先に列挙された構成部分のうらで、残されたものは、神官の部類である。  
しかしこれらの地位についても明らかである。すなわち農民も手職人も神官  
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シラにおける閑暇は神に関する宗教的知恵に捧げられるのであり、ア   
リストテレスのそれはここでは、市民的枚泊的知慮の痛養に充てられる 6   
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加えている。   
「幸福に関してここで用いられている議論は、プラトンの『国家』419  
－21の議論に対応しているものであり、またそれを批判するものである。」  
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都市であって、それらの都市は冬においてより過ごしやすいからである）。そ 6  
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適当な場所ごとに見張所や塔によって区切られるべきであるとすれば、これ 元  
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づくことができないような場所であるべきである。   
しかしもしその場所に、年長者のための体育場が置かれるならば、その場  
所は快適なものになるであろう。実際、体育の制度も、年齢に応じた区別を  
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自然本性によるものか、どちらかである（実際、品位ある生活をするために 元  
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なわち、自然は、種類において等しい老に対して、 一方を若者達に、他方を  
老人達に配することによって区別を与えたのであって36） 、彼らのうち前者を、  
元  
統治されるもの、後者を、統治するものとするのが妥当なのであるDそして  
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注を加えている。   
「アリストテレスが、平和政策と戦争政策の諸価値についてのこの一  












求めようと試みる」の個所に、パーカーは次の注を加えている。   
「このような示唆ん一すなわち帝国支配imperiumは従属国の自由  
96   
開 法（521）288  
1ibertasにとってi，有害であるだけでなく、帝国本国白身にとっても有  
























は、アテナイ市民団ですらその言葉を語ー）、マキヤヴ ュリの教義を抱く  
ことができたことを示している。」  
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同 法（52－1）Z86  
























暇なし」であり、大胆に危険を目すことができか－者は侵入者の奴隷となる 天  
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第二に、我々は、閑暇は忙事＝仕事と対比され，区別されるだけでなく、   
気晴らし（recreation）、anapauSisおよび娯楽（amusement）、paidia［子 元   
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肘）を止めることについてもその時期が正しく‾致するからである0さらに さ  
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ノけJ   
開 法（521）280   
に反しているか否かは、知覚や生命が宿っているか否かによって判定される  






























／一入■i   

























右 である。さらにこのような年齢の子供の運動も、それが実行可能なかぎー）有  




JO6   






える訓練に本性的に適している。   
こうして、最初の最も幼い年齢の子供に対しては、このような配慮を、ま  
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／′lヾ   
同 法（521）Z76   
堕落や悪意を含むものはすべて遠ぎけるべきである。   
そして五年を経過して七歳にいたるまでの二年間は、彼ら自身が学ぶはず  










である。   
（B）統治者は有害な絵画や言論を禁止する べきである、とするアリス   
トテレスの発言にパーカーは次の注を加えている。  
「アリストテレスは、子供達が有害な言説を聴くことのないように、   
彼らを保護するという観念から出発して、老若を問わず人々に検閲を課   
すという問題に触れている。彼は、『芸術家の自由」】や『思想の自由』と   
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ることは、自然の道理である。そして人はこの点に関してはラケデイモン人 毛  
を称讃することができるであろう1）。実際、彼らは子供達に関して貴大の熱意 四  
を払い、しかもこれを共同で行なっている。  
（Bl）国家体制と教育との関連について、パーカーは次の注を加えて  
ム‖   
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岡 法（52・1）272   
























の理性的部分のうちの実践的部分に属する力量に関わる事柄であり、『最   
良の生活』は、さらに高度なものであって、魂の思索的部分に属する力 石  




































Jj4   





























されど華やかな宴に呼びうるは、ただ彼のみ4）、と。   
このようにあらかじめ述べた上で、  
他の人々について「すべての人々を楽しませる楽人を呼ぶ5）」と言っている。  
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を持っているからであり、以前には、それを持っていなかったからである。   
こうして、体育を教育に用いなければならないということ、またどのよう  
にしてそれを用いるべきか、については意見の一致が得られている（すなわ  
ノブ7   

























天 ように習慣づけることによって人の習性を一定の素質に仕上げることができ  
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最も快きものなり   
それゆえ、音楽を、人を楽しませうるものとして、宴会や高尚な楽しみ事  
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岡 法（52－－1）264  
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シス］のために用いるべきである。－ この「浄化」ということで我々が何  
を言おうとしてい るかは、今はただ一般的に述べておくが、詩に関する論文  
の中で再び取り上げ、より明確に述べようと思う17）。第三には、高尚な  
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妄 のような曲調（メロディ）にも関与しなければならない。さらLこまた音階（ハ  




j2圏   
l司 法（521）Z56   
を教育上の目標としなければならない。  
（注）  
1）アリストテレス『ニコマコス倫理学』第1（倦1180a24   
2）アリストテレス『ニコマコス倫．畔学』第10巻第6章、第7帝   
3）〃〃川α√→D，んα〟肌   
4〕現行の『オデュッセイア」†にはない語句である。   
5）『オデュッセイア』第17歌385   
6）『オデュッセイ7』第9歌78   
7）ェウリビデス『バッコスの信女」】381   
8）アリストテレス『ニコマコス倫判！学』第7巻1153b30   









16）プラトン Ⅵコ国家』第3巻398c401d  
17）アリストテレス『詩学」】第6章1449b27  
18）叩α〟れ〟よ→D〟αβ叩丁⊥〟占  
19）プラトン『国家』第3巻399a   
20〕プラトン『国家』第3巻398e  
J29   
